
開催日 ２０２１年１月１４日（木曜日）

議　題
中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備における施行予定者候補と次点
候補の選定について

担当部署 まちづくり推進部中野駅周辺まちづくり課

事案の概要

主な意見

今後の方向性・結論

第４回　政策企画会議　会議概要

○中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備に係る、審査委員会での審査結果を踏まえた、区によ
る施行予定者候補と次点候補の選定
（確認事項）
　・審査委員会による審査結果
　・区による施行予定者候補と次点候補の選定
　・公表スケジュールの確認

○審査委員会では審査基準に基づき評価を行ったこと、また、審査委員会における評価の概要
が分かるようにすること。

○外部有識者により構成された審査委員会による客観的な審査結果を踏まえ、区が選定するに
あたっての考え方が分かるようにすること。

○審査委員会の審査結果により、各提案事業者に施行予定者としての能力が備わっていること
が確認できたため、施行予定者候補及び次点候補を選定する。

○上記の主な意見を踏まえ、参考資料を一部見直し、令和３年１月（閉会中）の中野駅周辺整
備・都市観光調査特別委員会及び２月（閉会中）の建設委員会にて報告する。



中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集の選定結果について

中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集の選定結果について報告する。

１．募集の状況

（１）募集の経過

令和２年 ２月 ７日 募集要項の公表

令和２年 ３月１９日 エントリー受付締切

令和２年 ８月 ４日 応募受付締切

令和２年 ９月２９日 提案書受付締切

（２）応募、提案事業者数

応募事業者 ３グループ

提案事業者 ２グループ （事業者 全３３者の参加）

２．選定結果

外部有識者で構成する審査委員会の審査を踏まえ、区として、別紙のとおり「施行予定

者候補」「次点候補」を選定した。

３．今後の進め方

今後、中野区と施行予定者候補の間で基本協定を締結することにより、施行予定者と

して正式に決定する。

なお、今回の民間事業者募集は施行予定者としての能力等を総合的に審査したもので

あり、施行予定者は本提案内容をもとに、関係権利者、関係機関と協議、調整を進めな

がら、事業計画や資金計画を立てることとなる。事業計画作成の際には、区として事業

内容に係る要望事項を整理し、施行予定者と協議していく。

４．今後の予定

令和３年 ３月以降 基本協定の締結（施行予定者として決定）

本事業の計画、検討の開始



中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備

民間事業者募集

選定結果

令和３年１月

中野区

別 紙



１． 選定結果

中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備の施行予定者となる民間事業者は、「中野駅

新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集要項」に基づき、外部有識者で構成

する審査委員会の審査を経た上で、中野区が候補者を選定することとしている。

区は、審査委員会による審査により、各応募者について、市街地再開発事業の施

行予定者としての能力等が備わっていることを確認できたことから、審査委員会の

選出結果に基づき、以下のとおり「施行予定者候補」及び「次点候補」を選定した。

今後、中野区と施行予定者候補の間で基本協定を締結することにより、施行予定

者として正式に決定する。なお、基本協定について、施行予定者候補との締結の協

議が整わなかった場合には、次点候補を施行予定者候補とする。

（１）施行予定者候補

代表事業者 野村不動産株式会社

構成事業者

施行予定者

東急不動産株式会社

住友商事株式会社

ヒューリック株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

協力事業者

清水建設株式会社

日本郵政不動産株式会社

株式会社日本設計

株式会社電通

株式会社ジェイアール東日本ビルディング

野村不動産ホテルズ株式会社

野村不動産パートナーズ株式会社

東急コミュニティー株式会社

リージョンワークス合同会社



（２）次点候補

２． 提案の概要

（１）施行予定者候補の提案概要書は「別添１」、（２）次点候補の提案概要書は「別

添２」のとおり。

代表事業者 東京建物株式会社

構成事業者

施行予定者

東宝株式会社

三菱地所株式会社

三菱地所レジデンス株式会社

日本土地建物株式会社

協力事業者

鹿島建設株式会社

株式会社 Zepp ホールネットワーク

TOHO シネマズ株式会社

株式会社ディッグリゾート４５

東京建物キッズ株式会社

株式会社 NTT ドコモ

日本電気株式会社

株式会社丸井グループ

株式会社キョードーファクトリー

株式会社スポーツビズ

株式会社 NTT e-Sports

吉本興業株式会社

株式会社 POD

株式会社アバン アソシエイツ



３． 募集・選定の概要

（１）募集の経緯及び選定方法

中野駅新北口駅前エリアにおける拠点施設整備は、当地区における地権者の同

意を得た民間事業者を施行者とする個人施行の第一種市街地再開発事業による

整備を想定しており、当事業の施行予定者となる民間事業者を募集したものであ

る。

施行予定者には、市街地再開発事業の始動段階から計画完遂まで、施行者とし

て必要な業務を適切かつ確実に遂行できる高い能力やノウハウ、執行体制等に加

え、再整備事業計画を踏まえた事業の企画力や実現可能性、将来にわたるまちづ

くりへの貢献、地権者との合意形成に向けた各種支援等を求めており、施設計画

や資金計画、施設の管理運営計画等の提案に基づき、施行予定者としての能力等

が備わっているかを総合的に審査する公募型プロポーザル方式により選定を行

った。

審査にあたっては、応募者から提出された提案書を専門的見地から評価するた

め、外部有識者で構成する審査委員会を設置した。審査委員会での審査を経て、

中野区が施行予定者候補、次点候補を選定した。

（２）募集・選定スケジュール

日程 内容 結果

令和 2年 2月 7日 募集開始

令和 2年 7月 29 日～8月 4日 応募受付 事業者グループ 3者が応募
令和 2年 8月 一次審査

令和 2年 8月 27 日 一次審査結果通知 事業者グループ 3者が通過
令和 2年 9月 23 日～9月 29 日 提案書受付 事業者グループ 2者が提出
令和２年 10 月～12 月 二次審査

令和３年１月中旬 二次審査結果通知



４． 審査委員会での審査結果

（１）審査委員（敬称略）

（２）審査委員会の開催結果

（３）審査委員会による審査講評

提案書の審査の結果、評価点の最も高い応募者を「施行予定者候補」、評価点が２

番目に高い応募者を「次点候補」として選出した。

審査講評は「別添３」のとおり。

以 上

役職 氏名 所属

委員長 中井 検裕 東京工業大学大学院環境・社会理工学院教授

副委員長 坂井 文 東京都市大学都市生活学部教授

委員 佐藤 慎也 日本大学理工学部教授

委員 村上 正浩 工学院大学建築学部教授

委員 藤浪 洋介 藤浪会計事務所（公認会計士）

委員 永森 清隆 株式会社再開発評価（不動産鑑定士）

日程 内容 概要

令和 2年 1月 27 日 第１回審査委員会 委員会体制、募集要項の確認等

令和 2年 7月 22 日 第２回審査委員会 審査の進め方の確認等

令和 2年 10 月 22 日 第３回審査委員会 個別審査の進め方の確認等

令和 2年 11 月 9 日 第４回審査委員会 委員個別審査の確認、意見交換等

令和 2年 12 月 17 日 第５回審査委員会 応募者ヒアリング/委員全体審議

令和 3年 1月 6日 第６回審査委員会 審査講評の確認（書面開催）



施行予定者候補 令和3年1月　中野区まちづくり推進部

※この資料は、「中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集」において提出された提案書の内容を、各応募者が提案概要書としてまとめたものです。なお、具体的な施設計画等については、今後の検討となります。
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施行予定者候補 令和3年1月　中野区まちづくり推進部

※この資料は、「中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集」において提出された提案書の内容を、各応募者が提案概要書としてまとめたものです。なお、具体的な施設計画等については、今後の検討となります。
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施行予定者候補 令和3年1月　中野区まちづくり推進部

※この資料は、「中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集」において提出された提案書の内容を、各応募者が提案概要書としてまとめたものです。なお、具体的な施設計画等については、今後の検討となります。
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次点候補 令和3年1月　中野区まちづくり推進部

※この資料は、「中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集」において提出された提案書の内容を、各応募者が提案概要書としてまとめたものです。なお、具体的な施設計画等については、今後の検討となります。

別添２
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※この資料は、「中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集」において提出された提案書の内容を、各応募者が提案概要書としてまとめたものです。なお、具体的な施設計画等については、今後の検討となります。

次点候補　提案概要書 　令和3年1月　中野区まちづくり推進部
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※この資料は、「中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集」において提出された提案書の内容を、各応募者が提案概要書としてまとめたものです。なお、具体的な施設計画等については、今後の検討となります。

次点候補　提案概要書 　令和3年1月　中野区まちづくり推進部
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令和３年１月６日

中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備に係る

民間事業者審査委員会 委員長 中井検裕

中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集に係る審査委員会講評

中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集につきましては、事業者グル

ープ３者からの応募があり、このうち２者から提案書の提出がありました。審査委員会

にて審査を行い、以下のとおり評価点を決定し、施行予定者候補及び次点候補を選出し

ました。

※評価点は、６名の審査委員の平均点

いずれの提案も、当地区の特性を踏まえ、中野駅新北口駅前エリア再整備事業計画と

整合した水準の高い提案でした。

なかでも施行予定者候補の提案内容は、全体的に評価点が高く、特に重点評価項目に

おける提案の具体性、実現性が評価されました。

評価項目 配点
評価点

施行予定者候補 次点候補

①開発コンセプト 10 9.50 8.50

②施設計画 30 22.50 24.50

③重点評価項目 100 81.75 70.25

（ア）中野のシンボルとなる新たな文化・芸術等

発信拠点の形成

30 24.75 21.75

（イ）公共公益性の向上につながる空間整備 30 24.50 21.00

（ウ）環境性向上・防災性強化 20 16.00 14.50

（エ）エリアマネジメント 20 16.50 13.00

④施設の管理運営計画 20 14.00 12.50

⑤事業推進計画 20 12.50 13.00

⑥総合的な評価 20 15.50 15.00

合計 200 155.75 143.75

別添３

06861067
テキストボックス




2

施行予定者候補の提案について、高く評価された点は、以下のとおりです。

ž 公共公益性の向上につながる空間整備において、歩行者ネットワークの構成

や施設内通路、広場等の配置が明快であり、利用者にとって分かりやすいこ

と

ž 文化・芸術等発信拠点の形成において、7,000人規模のホールをさまざまな

演出に対応する舞台と視距離を抑えた客席により構成し、同様な競合ホール

が多くないこと

ž エリアマネジメントにおいて、地域と連携した取組みが具体的に提案されて

いること

一方で、以下の点については今後の更なる検討を求めます。

ž 施設計画における、中野通り側のにぎわいの形成や建物壁面の圧迫感の軽減

ž 事業の推進計画における、資金計画の確実性

次点候補の提案については「ホール観客動線と他の動線を分離するとともに、ホー

ル観客動線沿いに中野通り側の賑わいを創出していること」、「建物を 2棟とし景観へ

の配慮が検討された提案となっているとともに、３つのホール計画によって利用者の

使い分けが明確になっていること」などが評価されたものの、「施設内通路や広場を

つなぐ動線が分かりにくい等、必ずしも提案の意図に沿った計画となっていないこと」、

「ホール計画の妥当性や他ホールとの差別化に疑問があること」、「エリアマネジメン

トの取組みが具体性に欠けること」などの評価から次点としました。

短い準備期間にも関わらず、優れた提案を作成された応募者の皆様におかれまして

は、審査委員一同より敬意を表するとともに、深く感謝申し上げます。

中野駅新北口駅前エリアの拠点施設が、民間活力を活用し、将来に渡って中野区全体

の活力をけん引する新たな中野のシンボルとなるよう期待しています。

以 上



１．中野駅新北口駅前エリア民間事業者募集　提案概要

施行予定者候補 次点候補

■計画概要
　　建築面積    ： 約1９,000㎡ 
　　延床面積    ： 約25７,000㎡ 
　　計画容積率 ： 900%
　　高さ          : 約235m　
　　
　　総事業費    : 約1,810億円　

■計画概要
　　建築面積    ： 約16,０００㎡ 
　　延床面積    ： 約274,０００㎡ 
　　計画容積率 ： 900%
　　高さ           : （オフィス棟）約１８9ｍ
　　　　　　　　　　　(レジデンス棟)約224m
　　総事業費    : 約1,95０億円

『Culture Driven City NAKANO100  
 　　-文化を原動力とした中野100年のまちづくり-』

『中野サンプラザの再生と進化
    　　　　-中野の未来を担う都市インフラを創る-』

■多目的ホールの整備
　　着席５，０００席、スタンディング時最大7,000人規模の
　　大ホール 
　

■多目的ホールの整備
　　規模と特性の異なる３つのホール
　　　　Ｚホール（平土間・4,500人）
　　　　Ｙホール（固定席・800席）
　　　　Ｘホール（平土間・200人）

　　　
■広場空間の整備
　　出会いの広場　　地上約1,000㎡、2階約600㎡
　　集いの広場　　　 約3,500㎡
　　その他、屋上広場などを計画

■広場空間の整備
　　出会いの広場     約1,3００㎡
　　集いの広場　　　  約2,５００㎡
　　その他、NAKANO広場などを計画

※本資料に記載している施行予定者候補及び次点候補の提案内容は、各応募者から提出された提案書の内容を、区が取りまとめたものです。
　 具体的な計画は、今後の検討となります。

参考資料１　
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施行予定者候補

１．中野駅新北口駅前エリア民間事業者募集　提案概要

配置図及び立面図（概略）

参考資料１　

2

次点候補

１．中野駅新北口駅前エリア民間事業者募集　提案概要

配置図及び立面図（概略）

参考資料１　

3



中野サンプラザのDNAを継承した、新たなシンボル拠点をつくる。

中野駅周辺の回遊性を高め、にぎわいと交流に満ちたまちをつくる。

未来に続く中野の活力・文化・暮らしをつくる。

 中野サンプラザは、ホールで行われてきた数々の音楽公演やイベントによって、ポピュラー音楽の発展や中野の
文化醸成に寄与し、「中野サンプラザ」ブランドを確立してきました。また、会議場、宴会場などは区民や企業な
どの会合、交流の場として利用され、施設の外観とともに多くの人々の印象に刻まれてきました。
 新たな拠点施設整備にあたっては、ポピュラー音楽公演を主用途としたホールや人々の交流の場、中野サンプラ
ザの記憶を残すデザイン、ブランドとしての名称など、中野サンプラザのDNAを継承するとともに、多様な人・文
化・産業・情報が集積し、魅力的なコンテンツを世界に発信する、中野のシンボルとなる新たな文化・芸術等発信
拠点の形成を目指します。

 中野駅周辺は、地区ごとに形成された個性的な街並みが魅力である一方、回遊性の向上が課題となっています。 
 先行する中野駅西側南北通路・橋上駅舎整備と並行して進められる拠点施設整備では、面的なユニバーサルデザ
インの歩行者ネットワークの整備や結節点における広場空間の整備、調和のとれた街並み形成を誘導することに
よって中野駅周辺の回遊性を高め、にぎわいと交流に満ちたまち、居心地が良く、歩きたくなるまちの形成を目指
します。

 中野区役所や中野サンプラザが建設されてから約半世紀、この間に社会や経済の情勢も大きく変わり、これから
は地域における持続可能性を高め、未来へと続いていくまちづくりが求められています。
 中央線沿線など周辺地域を視野に入れた地域経済の活性化につながる多様な都市機能の集積に加え、都市の低炭
素化につながる環境性や災害時でも業務継続できる防災性に優れた空間創出、まちの価値を高めるエリアマネジメ
ントの取組みなどを誘導することによって、中野区全体の活力をけん引するとともに、個性豊かな文化、質の高い
暮らし環境を目指します。

 中野駅新北口駅前エリアの拠点施設整備は、以下のコンセプトに基づき進めるものとします。
 拠点施設整備により、地域経済の発展や国際競争力の強化、まちの回遊性や安全・安心の向上を図り、持続可能で活力のある都
市の形成に貢献していきます。

２．拠点施設整備のコンセプトの確認 (中野駅新北口駅前エリア再整備事業計画 P5抜粋) 参考資料１　
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■拠点形成の考え方
• ＮＡＫＡＮＯサンプラザシティの機能連携により、

中野の生活・交流・産業を活性化
• 世界から注目される新たな「文化の聖地」を実

現
■多目的ホール整備の考え方
• 着席５０００人、スタンディング時最大7,000人

規模の大ホールを整備
• 観客席は３層構造の扇形構造
• 音楽・サブカル・スポーツ・地域文化の４分野を

中心とした興業を誘致

■拠点形成の考え方
• まちと連動しながら文化を育み発信し続けるカ

ルチャーコンプレックス(ハード）
• 地域とともに文化芸術と人材を育む「文化のエ

コシステム」（ソフト）
■多目的ホール整備の考え方
• 規模と特性の異なる３つのホールを整備
　　Ｚホール（平土間・4,500人）
　　　：音楽コンサート・興業スポーツ等
　　Ｙホール（固定席・800席）
　　　：演劇・お笑い・ミュージカル等
　　Ｘホール（平土間・200人）
　　　：日常的な地域利用

施行予定者候補 次点候補

⇒ 評価点 24.75 ⇒ 評価点 21.75 

重点評価項目　（ア）中野のシンボルとなる新たな文化・芸術等発信拠点の形成

　◎　中野のシンボルとなる新たな文化・芸術等発信拠点形成に資する導入施設、機能の考え方と施設、
       機能連携の考え方
　◎　中野サンプラザのDNAを継承する多目的ホールの整備コンセプト及び民設民営を前提とし、安定
       的、継続的な施設運営に資する、多目的ホールの施設整備の方針

　【評価項目】

参考資料　３．審査委員会における重点評価項目の評価 参考資料１　
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【評価の概要】　施行予定者候補の提案について、中野のシンボルとなる拠点施設形成の核にな
　　　　　　　　　る施設の考え方、大規模ホールながらも一体感を確保するといったホール計画上
　　　　　　　　　の工夫、他のホールとの差別化などが評価された。

■歩行者ネットワーク
• 西側南北自由通路から続く南北軸、中野四季の

都市（まち）へ続く東西軸のスカイデッキを構成
し、結節点に「文化の交差点」（屋内広場）を整備

■広場空間
• 出会いの広場
　　敷地内に地上約1,000㎡、2階約600㎡整備
　　集いの広場
    約3,500㎡(ホールホワイエと一体利用可能)
• その他
　　大ホールの屋上に屋上広場、屋内外の動線の
　　結節点に多様な広場空間を整備

■歩行者ネットワーク
• 中野駅新/現北口広場と新区役所をつなぐサン

プラザアベニューを整備（北西⇔南東方向）
• 動線分離による円滑な歩行者ネットワークの形

成
■広場空間
• 出会いの広場
    敷地内に約1,3００㎡（ホールと一体利用可能）
　　集いの広場
　　約2,5００㎡（ホールと一体利用可能）
• その他
　　出会いの広場と集いの広場をつなぐ「ＮＡＫＡＮ
　　Ｏ広場」やその他多様な広場空間を整備

施行予定者候補 次点候補

⇒ 評価点 24.50 ⇒ 評価点 21.00 

　◎　屋内外含めた全体としての公共公益的空間構成の考え方
　◎　周辺地区をつなぐ歩行者ネットワーク形成に係る考え方
　◎　「集いの広場」、「出会いの広場」の整備方針

重点評価項目　（イ）公共公益性の向上につながる空間整備

　【評価項目】

参考資料　参考資料１　
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【評価の概要】　施行予定者候補の提案における、周辺地区をつなぐ歩行者ネットワークの形成
　　　　　　　　　について、施設内通路・広場等の配置が明快で、利用者にとって分かりやすいこ
　　　　　　　　　となどが評価された。

３．審査委員会における重点評価項目の評価



　将来を見据えた先導的技術の導入により、高い
環境性能と強靱な防災性能を両立

・ZEB(低炭素建物）を目指した省エネルギー性能
と都市環境に配慮した施設整備
・最大級の耐震性能、災害時にも自立可能な施設
・災害時でも迷わず避難できる安全かつ分かりやす
い防災基盤

　中野の新たなシンボルとなる次世代型の環境・防
災都市づくり

• 環境にやさしい持続可能なまちづくりの推進
• 平常時と非常時の両方を支えるレジリエントな

インフラ構築
• まちの持続性を支え区民を守る防災拠点形成
• 次世代都市への基盤「NAKANOデジタルプ

ラットフォーム」の構築・情報発信

■　環境・防災 ■　環境・防災

施行予定者候補 次点候補

⇒ 評価点 16.00 ⇒ 評価点14.50 

　◎　地区内や周辺地域の環境性向上に資する施設整備、設置機能の考え方
　◎　地区内や周辺地域の防災力強化につながる施設整備の考え方

重点評価項目　（ウ）環境性向上・防災性強化　　

　【評価項目】

参考資料　参考資料１　
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【評価の概要】　　施行予定者候補の提案について、環境性向上、防災力強化につながる具体的
　　　　　　　　　　な提案が評価された。

３．審査委員会における重点評価項目の評価

施行予定者候補 次点候補

　◎　事業の計画段階から整備後を見据えたプロモーション活動を含めた中野サンプラザのDNAを継承
　　　　し、中野の新たなブランド形成に寄与するエリアマネジメント活動内容
　◎　地元組織等と連携したエリアマネジメント体制及び活動に必要な資金調達の方法

　継続的な活動を支えるリソースを確保し、事業
フェーズに応じて地域と共に成長するエリアマネジ
メント

• 地域協働のエリマネ活動を選定直後から開始
　　 計画段階より参加型の公開企画会議を運営
• 継続的なエリマネ活動を支える場所・専門家・資

金を確保
• リアルの活動とオンラインコミュニティの運営に

よるプロモーション

　世界に先がけ地域・中野区とともに推進する文化
育成型エリアマネジメント

• 既存の地域活動に文化活動を融合した中野ブラ
ンドの醸成

• 地域・行政とビジョンを共創し、持続的に中野駅
周辺エリマネを牽引する体制を構築

• サンプラザ閉館中もにぎわいを絶やさず、文化
育成型エリマネを拡大

■　エリアマネジメント ■　エリアマネジメント

⇒   評価点 16.50 ⇒ 評価点13.00 

重点評価項目　（エ）エリアマネジメント　　

　【評価項目】

参考資料　参考資料１　
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【評価の概要】　施行予定者候補の提案について、地域と連携した取組みが具体的に提案され
　　　　　　　　　ていることが評価された。

３．審査委員会における重点評価項目の評価



◎　「中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備民間事業者募集要項」に基づき、外部有識者で　
　　構成する審査委員会を設置

◎　審査委員会における審査により、施行予定者候補及び次点候補を選出　
◎　審査委員会での審査を踏まえ、区が施行予定者候補、次点候補を選定

【審査委員会における審査結果】　

【施行予定者候補、次点候補選定の流れ】　

参考資料　区による施行予定者候補、次点候補の選定について

◎　審査委員会において、中野駅新北口駅前エリア拠点施設整備の基本方針である「再整備
　事業計画」の内容を踏まえた「審査基準」に基づき、審査を行った。　
◎　審査の結果、評価点は施行予定者候補の提案の方が高く、特に拠点施設整備のコンセプ　
　トを確認する重点評価項目では、すべて施行予定者候補の提案の方が高く評価された。

【区の選定の考え方】　

◎　審査委員会の審査により、区は、各応募事業者について施行予定者としての能力等が備
　わっていることを確認した。
◎　外部有識者の客観的な審査により、重点評価項目における施行予定者候補の評価点が高
　かったことを尊重し、　区として、施行予定者候補、次点候補を選定した。
◎　今後、中野区と施行予定者候補の間で基本協定を締結することとなるが、施行予定者候
　補との協定締結協議が整わなかった場合には、次点候補を施行予定者候補とする。

参考資料２
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